
事例８ 「音声から文字へ」の順序を踏まえ、段階的に読むことに慣れ親しませることを 

ねらった事例 

〇学年    第５学年 

〇主な領域  「話すこと［やり取り］」「読むこと」 

〇事例のポイント 

①「聞くこと」「話すこと」といった音声による「インプット⇒アウトプット」の流れを大切

にしながら、音声と文字を関連付ける「読むこと」の指導を行う。 

②事前に音声に十分に慣れ親しませ、児童に文字を提示する英語表現については、意味内容を

ある程度把握できる状態にしておく。 

③「読むこと」の指導を行う際、「文字情報の提示⇒音と文字を一致させる段階の確保⇒文字

の音声化⇒意味内容の抽出」といった段階を踏んだ指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名     Lesson 4 I can draw pictures well. もっと自分を知ってもらおう。 
 

２ 単元について （略） 

 

３ 児童の実態と本単元の意図 （略） 

 

４ 単元の目標 

 同僚の先生たちともっと仲良くなりたい ALT に、先生たちのことをより詳しく知ってもらう

ために、先生たちのできることやできないことなどについて、ALT に伝えたり質問に答えたりす

ることができる。 
・助動詞 can や代名詞を用いて、できることやできないことについて、ALT に伝えたり、質問に 

答えたりすることができる。                     〈知識及び技能〉 
・先生たちのことをより詳しく知ってもらうために、先生たちのできることやできないことなど

について、聞き取ったり読み取ったりした具体的な情報を、ALT に伝えたり質問に答えたりす

る。                          〈思考力，判断力，表現力等〉 
・先生たちのことをより詳しく知ってもらうために、先生たちのできることやできないことなど 
について、聞き取ったり読み取ったりした具体的な情報を、ALT に伝えたり質問に答えたりし

ようとしている。                    〈学びに向かう力，人間性等〉 
 

５ 単元の評価規準 

（本単元における「聞くこと」及び「話すこと［発表］」、「書くこと」については、目標に向けての

指導は行うが、本単元内で記録に残す評価は行わない。） 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面   児童ごとの実態に応じた量の音声インプットを提供する。 

ＩＣＴ活用の利点 

①「読むこと」の段階に進む前に、必要な音声インプットの量を児童ごとに調整できる。 
②「音と文字の一致」を図る活動量を児童ごとに調整できる。 
③自らのパフォーマンスを、モデル音源と比較しながら児童自身で振り返ることができる。 
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〈知識〉 
①スポーツや楽器を表す語 

句や I [You/He/She] can ～ 
(play soccer). Can you  
[he/she] ～ (play soccer)? 
等の表現と、その答え方に

ついて理解している。 

〈技能〉 

I [You/He/She] can ～play 
soccer). Can you[he/she]～
(play soccer)?を用いて、伝

えたり質問に答えたりする

技能を身に付けている。 

①先生たちのことをよ

り詳しく知ってもら

うために、できること

やできないことなど

について、聞き取った

り読み取ったりした

具体的な情報を、ALT
に伝えたり質問に答

えたりしている。 

①先生たちのことをより詳し

く知ってもらうために、で

きることやできないことな

どについて、聞き取ったり

読み取ったりした具体的な

情報を、ALT に伝えたり質

問に答えたりしようとして

いる。 
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〈知識〉 
①スポーツや楽器を表す語 

句や I [You/He/She] can ～ 
(play soccer).の表現、基本

的な符号について理解して

いる。 
〈技能〉 

②できることやできないこと

について、音声で十分に慣

れ親しんだ語句や表現で書

かれた紹介文を読んで、意

味が分かるために必要な技

能を身に付けている。 

  

 

６ 単元計画 

全８時間のうち、第１時から第３時では、できることやできないことについて、文字情報を提示

せず、「聞くこと」や「話すこと」を通して、段階的に音声と意味内容を紐づけながらやり取りをす

る活動を行う。音声に十分慣れ親しんだ第４時で、文字を提示し、読むことの指導につなげていく。

なお、本事例では、全８時間で単元を組み立てているため、第４時に代名詞（he/she）を音声のみ

で導入している。児童の実態に応じては、全 9 時間構成とし、第５時から代名詞を扱うことも考え

られる。 

時 ◆目標・〇活動 

評価 

知
・
技 

思
・
判
・
表 

態 ◎評価規準〈評価方法〉 

１ ◆できることやできないことについて、まとまった話を聞いて具体的な情報を聞き取ること

ができる。 



〇 Chatting 
・既習表現を使ったおしゃべり 

〇 単元の見通しをもつ。 
〇 Small Talk 
・視覚教材などから話の概要を

想像しながら、話を聞く。 
〇【Let’s Watch and Think 1】 
〇【Let’s Play 1】  

・ポインティング・ゲーム 
〇【Let’s Listen 1】 
〇【Sounds and Letters】 

 

  

※本時では、目標に向けて指導を行う

が、記録に残す評価はしない。 

２ ◆できることやできないことを伝える表現や、尋ねたり答えたりする表現が分かる。 
〇 Chatting 
〇 Small Talk 
・具体物（けん玉など）を活用し、

できることなどに関する話を

聞いたり、質問に答えたりす

る。 
〇【Let’s Watch and Think 2】 
〇【Let’s Listen 1】 
・学習者用デジタル教科書の活用 
〇【Let’s Play 3】 
〇【Sounds and Letters】 

  

 

※本時では、目標に向けて指導を行う

が、記録に残す評価はしない。 

３ ◆できることやできないことを伝える表現や、尋ねたり答えたりする表現が分かり、伝え合

うことができる。 

〇 Chatting 
〇 Small Talk 
・前時と同内容とする。 
〇【Activity 1】 
・音声でのやり取り活動を行う。 

〇【Let’s Listen and Read 1】 
・学習者用デジタル教科書の活用 

〇【Sounds and Letters】 

 

 

 

※本時では、目標に向けて指導を行う

が、記録に残す評価はしない。 

４ ◆できることやできないことについて、音声で十分に慣れ親しんだ語句や表現で書かれた紹

介文を読んで、意味が分かる。 
〇 Chatting 
〇 Small Talk 
・He / She が多用されているや

り取りを聞きながら、三人称の

表現に慣れ親しむ。 
〇 Main Activity 

読 

① 

② 

  

◎スポーツや楽器を表す語句や I  
[You/He/She] can ～ (play soccer).
の表現、基本的な符号について理解

している。 
◎できることやできないことについ

て、音声で十分に慣れ親しんだ語句

 
事例のポイント➀ 
第１時では、ALT や HRT の話を聞くことで、音声
によるインプットを図っている。 
 

 
事例のポイント➀ 
前時の音声情報を聞き取る（インプットする）
段階から、第２時では、児童に返答（アウトプ
ット）を求める活動の段階へとつなげていく。 

 

事例のポイント② 
第３時までに音声
で十分に慣れ親し
んだ表現について、
第４時では文字情
報を児童に提示し
ていく。 
 

編 P149 指導計画の 
作成の留意事項(2) 



・「この先生はだれ？クイズ」 
（「聞くこと」⇒「読むこと」） 

 

や表現で書かれた紹介文を読んで、

意味が分かるために必要な技能を身

に付けている。 
〈行動観察・録画・振り返りカード〉 

５ ◆He /She を使ってできることやできないことを伝える表現や、尋ねたり答えたりする表現

が分かり、伝え合うことができる。 

〇 Chatting 
〇 Small Talk 
・He / She が多用されているや

り取りを聞いたり答えたりし

ながら、三人称の表現に慣れ親

しむ。 
〇 Main Activity 
・「友達の得意なことを紹介しよ 
う」（「話すこと［やり取り］」） 

〇【Let’s Listen and Read 2】 
・学習者用デジタル教科書の活用 

〇【Let’s Write 2】 
〇【Sounds and Letters】 

 

 

 

 

 

や 

①   

◎スポーツや楽器を表す語句や I 
[You/He/She] can ～ (play soccer). 
Can you [he/she] ～(play soccer)? 
などの表現と、その答え方について

理解している。 
〈行動観察・録画・振り返りカード〉 

６ ◆先生たちのことをより詳しく知ってもらうために、できることやできないことを含む、聞

き取ったり読み取ったりした具体的な情報を、聞き手に伝えたり質問に答えたりすること

ができる。 
〇 Chatting 
〇 Small Talk 
・本単元を含む、これまでの既習

表現を使い、やり取りを行う。 
〇 Main Activity 
・「担当する先生を紹介しよう」 
（「話すこと［やり取り］」） 

〇【Sounds and Letters】 

や 

② 
  

◎できることやできないことについ

て、伝えたり質問に答えたりする技

能を身に付けている。 

 〈行動観察・録画・振り返りカード〉 

７ ◆前時に行った、担当する先生たちを紹介する自身のパフォーマンスを振り返り、より良い

パフォーマンスにするための方法を考えようとしている。 

〇 Chatting 
〇 Small Talk  
・本単元を含む、これまでの既習

表現を使い、やり取りを行う。 
〇 Main Activity 
・「友達のパフォーマンス分析」 

(「聞くこと」⇒「話すこと［や］) 

〇【Sounds and Letters】 
 

   

※本時では、目標に向けて指導を行う

が、記録に残す評価はしない。 

 

ＩＣＴ活用の利点③ 
自ら（互い）のパフォーマンスを録画し
ておくことで、次時では、モデル音源等
と比較しながら、パフォーマンスを客観
的に振り返ることができる。 



８ ◆ALT に、先生方のことをより詳しく知ってもらうために、聞き取ったり読み取ったりした

具体的な情報（できることやできないことを含む）、聞き手に伝えたり質問に答えたりし

ている。 
〇 Chatting 
〇 Final Activity 
・「ALT に先生を紹介しよう」 
（「話すこと［やり取り］」） 

〇 単元末の振り返り 
 

 

や 

① 

 

や 

① 

◎先生たちのことを詳しく知ってもら

うために、できることやできないこ

とを含む具体的な情報を、聞き手に

伝えたり質問に答えたりしている。 
◎先生たちのことをより詳しく知って

もらうために、できることやできな

いことなどについて、聞き取ったり

読み取ったりした具体的な情報を、

ALT に伝えたり質問に答えたりし

ようとしている。 

〈行動観察・録画・振り返りカード〉 

＊後日、本単元での児童の学びによる変容を見とるために、以下の２種類のテストを実施する。 

① パフォーマンステスト：ALT と児童の１対１の形式で、インタビュー（やり取り）を行う。 
② ペーパーテスト：「聞くこと」の領域の「知・技」「思・判・表」、「読むこと」の領域の 
                  「知・技」を見取る。 

 

７ 本時の展開 

目標  できることやできないことについて、音声で十分に慣れ親しんだ語句や表現で書かれた紹

介文（文字）を読んで、意味が分かる。 

 

準備  ＩＣＴ端末…ＩＣＴ   Word Book…WB   絵カード…絵カ   具体物…具体物   
大型モニタ…モニタ   単元構想図…構想図   文字原稿…原稿   Worksheet…WS    
振り返りカード…振カ 

 

〇本時の展開（４／８） 

時間 〇児童の活動 ・指導者の活動 ◎評価〈方法〉 準備物 

３分 〇Greetings 
英語で挨拶をする。 

 
 

・教師から学級全体や児童それぞれ

に、さらに児童同士でも挨拶を行う。 
 

10 分 〇Chatting（１分×３セット） 
・トピックシート（ＩＣＴ端末）（★

参考資料★①参照）や Word Book を

活用しながら、英語を使いペアの友

達と自由におしゃべりする。 
 
 
 
 

・既習表現を使い、英語でやり取りを

行う時間を設ける。言語表現を限定

しすぎず、英語で自由にやり取りす

る楽しさを児童に感じさせる。 
 

ＩＣＴ 

WB 

【Daily Question（例）】 How are you? / What is the date today? / What day is it today? 
How is the weather? / What time is it now? 

【第５学年での既習表現】 
Lesson 1  My name is ( ).  How do you spell your name? 

What ( ) do you like? -  I like / don’t like ( ). 
Lesson 2  When is your birthday?  - My birthday is ( ).  
          Do you like ( )? – Yes, I do. / No, I don’t. 
Lesson 3  What do you have on ( )? – I have ( ). 
          What do you want to be? – I want to be ( ). 



５分 〇Small Talk 
・本単元での既習表現や、He / She が

多用されているやり取りを聞きな

がら、三人称の表現に慣れ親しむ。 
 
 
 
 

・絵カードや具体物を活用しながら、

できることやできないことに関する

話を聞いたり、質問に答えたりする。

さらに、本時の指導事項の１つであ

る He / She（三人称）を使った表現

についても、意図的に使用しながら、

児童の中に音声によるインプットを

蓄積していく。 

絵カ 

具体物 

２分 〇Today’s Goal 
本時のめあての確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単元構想図（★参考資料★②参照）

を児童と共有することで、児童が単

元末の言語活動に向かって、主体的

に学習を進めることができるように

していく。 

 
構想図 

20 分 〇Main Activity 
① 活動の説明を聞く。 

 
 
 

 
② ALT が読み上げる４人の先生た

ちの情報（音声情報）を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
③ A~D がそれぞれどの先生に関す

る情報かを、グループで推測す

る。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・A～D の４人の先生に関する情報を、

音声で一度に児童に提示する。 
 
 
 
 
 
 
 
・まとまった量の情報を、一度に児童

に提示したり、友達との話合いで意

見が割れたりする状況をあえて作り

出したりすることで、⑤の段階で、

児童が文章（文字情報）に触れる必

要感を作り出す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

モニタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは、〇〇小の先生たちのことをどれくらい知っている？ 
‐A～D の４名の先生の正体を見破ろう！‐ 

 

事例のポイント② 
Main Activity の②～④の段階で、十分に
音声に慣れ親しませ、ある程度、意味内容
を把握させる。こうすることで、⑤以降、
インプットされた音声と文字が一致させや
すくなる。 

HRT： Are you ready?  First, teacher A. 
ALT：  He can walk on “takeuma”.  He can’t ride a unicycle.  He can play the  

recorder.  He can’t play the piano.  He can play soccer well.  He can  
play table tennis.  Who is he? 

HRT： Next, teacher B. 
ALT：  She can play “kendama”.  She can’t ride a unicycle.  She can play the  

piano.  She can cook very well.  She can’t swim fast.  She can sing very 
well.  
Who is she? 

 編 P149 指導計画 
作成の留意事項（２） 



④ ②と③を何度か繰り返す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 文章（文字情報）を手にする。 

 
⑥ なぞり読み（音と文字の一致） 
・ALT の読み上げる英語の音声を聞

きながら、該当箇所を指で追って

いく。 
 
 
 
 
 
 
 
・音声のインプットが十分に足りて

いない場合、ＩＣＴ端末で音声を

聞きながら、⑥の段階（音と文字の

一致）をくり返し行う。 
 
 
 
 
 
 
⑦ 文字を指で追いながら、声に出し

て文章を読む（音声化する）。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（A 先生を紹介する配付原稿） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

・聞こえてくる音声と文字を一致させ

て、「音と文字の関係」を感覚的に気

づかせる。これを繰り返していくこ

とで、徐々に音声と文字とを関連付

けていく。 

 

 

 

 

 

・「音と文字の一致」が図られた後に、

実際に文字を音声化（しようと）させ

る。その際、視覚情報や背景知識 等も

頼りに文字を音声化させて、意味を推

測しながら読むことへとつなげてい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原稿 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

ＩＣＴ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＣＴ 
 
 
 
 
 
 
 
 

【予想される児童の反応】 
S1: 先生、こんな多い量の情報は覚えら 

れません。 
S2: みんなの意見がバラバラで、分から 

なくなってしまいました。 
HRT: そうなの。では、皆さんはどうした 

いですか？ 
S3: ALT の先生が持っている原稿を、 

私たちももらえませんか？ 

 

事例のポイント③ 
児童に文字原稿（文字情報）を与え
た後、「⑤文字情報の提示⇒⑥音と
文字を一致させる段階の確保⇒⑦
文字の音声化⇒⑧意味内容の抽出」
といった、段階を踏んだ指導を行っ
ていく。 

 

ＩＣＴ活用の利点① 
児童によってアウトプットまでに
必要な音声によるインプットの量
が異なるため、ALT のモデル音源
を用意しておき、児童が自己の学
びを調整しながら、アウトプット
につなげられるようにする。 

 

ＩＣＴ活用の利点② 
文字を音声化する過程で、読み方が分から
ない単語や表現があった場合に、くり返し
モデル音声に戻り、「音と文字の一致」を図
っていく。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ A~Dが、それぞれどの先生に関す

る情報なのかを決定して、ワーク

シートに自らの考えを記入する。 
 
 
 
 
 

 
 
⑨ 内容の確認を行う。 

 
 
 
 
 
 

◎スポーツや楽器を表す語句や 

I [You/He/She] can (play soccer).の 
表現、基本的な符号について理解し 
ている。【知・技】読① 

〈行動観察・振り返り〉 
 

◎できることやできないことについ

て、音声で十分に慣れ親しんだ語句

や表現で書かれた紹介文を読んで、

意味が分かるための必要な技能を身

に付けている。【知・技】読② 
〈行動観察・録画・振り返りカード〉 

 

 

・４線上に正しく大文字・小文字を書

くことができるように、段階的に文

字指導を行っていく必要がある。 

・訓令式ローマ字と異なる、ヘボン式

ローマ字特有の書字ルールである、 
「し（shi）」や「つ（tsu）」等を名前

にもつ教員を意図的に選ぶことで、

児童の中に、ヘボン式ローマ字の書

字ルールを段階的に構築していく。 
 
・全体で内容確認の後、A~D がそれぞ

れどの先生かが分かった状態で、再

度、４名の紹介文を児童に聞かせる。

こうすることで、「〇〇先生って、こ

んなことができるんだ」など、意味

のある文脈の中で、再度、音声や文

字でのインプットを与えることがで

きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

WS 
 

５分 〇Reflection 
振り返りカードに記入する。 

 
 
 
 
 
 
〇Greetings 

・振り返りカードを記入させる際、再

度、児童に単元末の言語活動を意識

させたり、前時からの変容や次時に

向けた目標等を考えさせる。 
そうすることで、児童は自らの本

時の学びを多角的に振り返ることが

でき、学びの自己調整を促すことに

つながる。（詳細は以下を参照） 

振カ 

 編 P149 指導計画 
作成の留意事項（２） 



《児童の「振り返りカード」への記入内容の抜粋》 

 

振り返りカードの柱を、「① 本日の授業全体を通した学び」と、「② 読み書き（文字言語）に限
定した学び」の２本に絞り、自身の学びを客観視させる十分な時間を確保している。以下の記述内
容を見ても、児童が自らの学びを振り返る中で、主体的に学びと関わりながら、次の授業や単元末
の言語活動に向けて、自己の学びを調整しようとする姿を見ることができる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参考資料★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① トピックシート（ＩＣＴ端末）  

小学校５・６年生で学習する語彙を、テーマご

とに分類して、ALT による音声を吹き込み、児

童のＩＣＴ端末に配付している。Stage 1（５年

生で学習する語彙）と Stage 2（６年生で学習す

る語彙）の２種類から構成される。毎回、授業冒

頭の Chatting の活動（既習表現を使ったおしゃ

べり）を行う際に、語彙がまとめられた教科書付

属の Word Book 同様、児童が自由に活用して英

語での会話を行っている。これを用いることで、

指導者同様、児童も小学校段階で学習する語彙

について、ある程度の見通しをもつことが期待

できる。 
 

（トピックシート：Stage 1 ②） 



 

 
② 単元構想図           

毎単元の冒頭に、児童と単元末の言語

活動や単元を通して身に付けてほしい

力、単元の進め方を共有するために配布

している。 
単元を通した構想を、初めの段階で児

童と共有することで、児童は見通しをも

つとともに、自らの学習を主体的に進め

ていくことが期待できる。各時間の活動

における評価方法や評価規準（基準）に

ついても、児童と共有している。 

（Lesson 4 の単元構想図） 


